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《環境理念》

《行動指針》

1

　２、エコ製品、エコ工事、廃棄物の適正処分等を、お客様に役立つ情報を提供できるように、取組や
教育を通し社員の資質を高めます。

　３、建設副産物の積極的利用、社内における省資源、省エネ、節水及びグリーン調達に努めます。

１　環境経営方針

　蒲野建設(株)の理念は、「経営力及び技術力を練磨し、顧客に信頼される品質を提供し、地
域社会の安定に貢献する。」です。
　当社は、地域社会の安定には、この地域の美しい自然環境を将来世代に引き継いでいくこ
とが、重要であることを認識し、自然環境に配慮した建設業、採石業、産業廃棄物処分業・収
集運搬業を通じて、地域の環境保全に寄与してまいります。
　私たちは、全ての事業活動に際し、環境負荷の低減及び環境保全活動に、自主的・積極的
に取り組み、継続的な改善をすることを誓約します。

　１、事業に使用する重機・車両・設備は、省エネ・低環境負荷タイプを適切に使用して、環境に配慮し
た工事を実施します。
　　　＊　低騒音・振動工事
　　　＊　オイル等の流出防止
　　　＊　粉じん及び廃棄物の飛散、汚水流出の防止
　　　＊　廃棄物及び建設副産物の適正処分及び、リサイクルの実施
　　　＊　生物多様性を考慮した企画の提案

制定日：平成３０年７月３０日

　５、地域活動、環境保全活動への参加、環境活動レポートの公表など、地域との環境コミュ二ケー
ションに努めます。特に、災害対応・除雪等に迅速に対応するため重機・車両・設備の整備・管理を徹
底します。

代表取締役社長

　蒲野　敦

　４、事業活動に関連する法規制等は、確実に遵守することを誓約いたします。

改定日：令和　４年１０月１日

蒲野建設株式会社



１　名称及び代表者名
蒲野建設株式会社
代表取締役社長 蒲野　敦

２　所在地

３　環境管理責任者及び担当者連絡先
環境管理責任者 代表取締役社長 蒲野　敦 TEL： ０１９４－７２－２２１１
担当者 環境保全部長 和蛇田　教夫 TEL： ０１９４－７２－２２１１

４　事業活動の内容

５　事業規模

６　認証登録範囲

７　社歴
昭和４２年１月：蒲野建設、岩手県知事登録業者
昭和４７年９月：蒲野建設株式会社組織変更（資本金２００万円）
昭和５２年１月：岩手県知事許可（特定）土木工事業、以後、舗装・建築・とび土工・水道施設・管
　　　　　　　　　　鋼構造物・しゅんせつ・塗装・防水工事業
平成３年１２月：代表者変更（蒲野政蔵氏から蒲野秀雄氏）
平成７年１２月：資本金の増資（資本金４０００万円）
昭和５７年４月：砕石業者登録
平成元年５月：岩手県産業廃棄物処分業、収集運搬業許可
平成７年１月：岩手県産業廃棄物処分業変更許可、中間処理による破砕処理許可
平成２８年１月：ＩＳＯ９００１：２０１５登録
平成２８年８月：青森県収集運搬業許可
平成３０年７月：岩手県知事（特-３０）解体工事業許可
令和２年１０月：代表者変更（蒲野秀雄氏から蒲野敦氏）
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砕石場 処分場

　土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅん
せつ工事業、塗装工事業、防水工事業、水道施設工事業、解体工事業、産業廃棄物収集運搬業、
産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物最終処分業、砕石業

40

産業廃棄物最終処分　t 9,712 10,458 8,700

百万円

廃棄物受託量

２　事業概要＆認証登録範囲

本　 社　　　　　　　　 岩手県久慈市山形町川井第９地割３２番地２
砕石場　　　　　　　　 岩手県久慈市山形町川井第５地割２６番地６
処分場　　　　　　　　 岩手県久慈市山形町日野沢第４地割７８番地３４他
整備工場　 　　　　　 岩手県久慈市山形町日野沢第５地割１番地２
中間処理場　　　　　 岩手県久慈市山形町日野沢第５地割１番地２
宮古営業所　　　　　 岩手県宮古市山口２丁目２４－１
大川目事務所　 　　 岩手県久慈市大川目町２－２４－１５

項目 本社 整備工場 計

資本金

-

67,420

本社、砕石場、中間処理場・整備工場、最終処分場、大川目事務所、宮古営業所

従業員 ６５名 ２名

砕石量（再生品等販売）　t

再生砕石   t - -

61,560 29,052

７５名

646.13㎡
敷地面積 5,171.52㎡ 160,698㎡ 14,558㎡ 1,863㎡ 21,753.218㎡

延べ床面積

建設業 2019年度 2020年度 2021年度

公共事業受託　百万円 1,379 660 576

期間 2020年10月1日～2021年9月30日

民間事業受託　百万円 140 282 19

2,3615,2263,844

3661,535 1,459

産業廃棄物中間処理　ｔ

産業廃棄物収集運搬　ｔ

４名 ４名

493.13㎡ - - 153㎡

令和3年度令和2年度

929

2019年10月1日～2020年9月30日

1,462

9,235

25,336

2021年10月1日～2022年9月30日 2022年10月1日～2023年9月30日

-

令和4年度
2022年度

538

32



１　組織

２　役割・責任・権限
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・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・内部監査の代りに、計画の進捗状況・ガイドラインへの適合状況を審議し、不適合・不具合が有る場合
は代表者、環境管理責任者に是正を勧告する。

・課題とチャンスの明確化

全社員
・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し、能力向上に努める。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・委員長は社長とし、環境管理責任者が召集する。

環境事務局

・環境管理責任者の補佐。

・取組データの集計、取りまとめ及び文書記録類の管理。

環境管理責任者
・環境経営システムの構築、実施、管理。

環境責任者

・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

・環境管理責任者を任命。

３　実施体制

・環境経営方針を定め社員に周知する。

役割・責任・権限

代表者（社長）

・実施体制の構築

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境管理責任者の提案を審議し、決定事項を環境責任者は各部門で実施する。

環境管理委員会

担当部門について環境経営システムを実施し、維持する。

・省資源、省エネ、節水等の奨励・実施・確認・是正。

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境活動の取組結果を代表者及び環境管理委員会へ報告。

代表者 社長 環境管理責任者

総務・営業
環境責任者
総務部長

土木・工務
環境責任者
工務部長

環境部
環境責任者 管

理責任者

砕石場
環境責任者

社員
８名

社員
５９名

社員
４名

社員
４名

事務局
管理責任

環境管理委員会
役員、部課長、環境責任者

事務局、環境管理責任者



１　　主な環境負荷の実績

表１、主な環境負荷等の実績

注：排水量の測定はしていないので、水使用量から散水量を削減して求めた。

２　　環境経営目標の設定

当社では、2021年度を基準年度として中期及び単年度の環境目標を、それぞれ表２
のとおり設定し、環境経営計画に取組んでおります。

表２　環境経営目標
中期目標（内単年度目標）

単位

kg-CO₂

ｋｗｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｔ

ｔ

kg

％

㎥

件

件

件

品種

　　購入電力の二酸化炭素排出係数は環境省報道発表（R.7.19）の東北電力の調整後排出係数　0.522ｋｇ－ＣＯ２/ｋｗｈを使用。
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　軽油使用量 Ｌ 783,222

87.46

85.73

2023年度

67.59

ｔ

88%リサイクル

品種

2024年度実績値

85.73

維持 86%リサイクル

580,604 372,604

10 10

0

10

４　環境経営目標

2022年度項目 単位

二酸化炭素排出量 kg-CO₂ 2,349,052 1,765,532 1,175,051

2020年度 2021年度

　ガソリン使用量 Ｌ 77,896 71,970 57,159

　　購入電力使用量 ｋｗｈ 154,126 85,839 81,674

％

　　灯油使用量 Ｌ 11,543 10,645 8,778

946

kg

件

2,991

0

32

廃棄物排出量（自
社）

ｔ 2,991 946 234

　　産業廃棄物排出量

0

　ガソリン使用量 71,970

建設副産物リサイクル率
向上維持

グリーン調達

234

1,500 6,6202,050

顧客への提案・情報提供５
件維持 0

顧客への提案・情報提供５
件維持 0 5

基準年度実績値
項目

2022年度

二酸化炭素排出量

5

環境苦情 件 0 0

環境配慮工事 32

　　一般廃棄物排出量

１.3％削減

１.2％削減 １.3％削減

総排水量 ㎥ 224 177 188

1,765,532 １％削減

件

　　購入電力使用量 85,839 １％削減 １.2％削減

※使用した排出係数 ｋｇ－ＣＯ２/ｋｗｈ 0.545

31

0.545

１.3％削減

　軽油使用量 580,604 １％削減 １.2％削減 １.3％削減

１％削減 １.2％削減

廃棄物排出量(自社) 946 １％削減 １.1％削減 １.2％削減

　灯油使用量 10,645 １％削減 １.2％削減 １.3％削減

　　一般廃棄物排出量 1,500 １％削減 １.1％削減 １.2％削減

　　産業廃棄物排出量 946 １％削減 １.1％削減 １.2％削減

総排水量 177 １％削減 前年維持 前年維持

32 32

0環境苦情 0

環境配慮工事 32 32

グリーン調達

5

10

0 0

10 10 10

建設副産物リサイクル率
向上

0.522
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一般廃棄物

　当社では、環境経営方針に基づき二酸化炭素、廃棄物、水使用量を削減し、環境目標を達成するた
め、従業員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル及び節水等に取組んでおります。
　取組の実施状況の評価結果は、表３のとおりです。

項目

顧客への提案・情
報提供５件維持

グリーン購入

環境苦情

建設副産物リサイ
クル率向上

リサイクル率１００％を目指す。ガレキ類の破砕で、排出物を受け入れる際に、リサイ
クルできないものが混入しないように、事業者にお願いする。概ね30センチに砕いて
持ってきていただくことを依頼している。

環境配慮工事

産業廃棄物

二酸
化炭
素排
出量
の抑
制

節水・
排水

用水・排水

廃棄物の中間処理場・最終処分場を定期的に点検する

車輌その他

使用していない部屋は、空調を停止している。

退社時は、ＯＡ機器の待機電源を切る。

車両のエコドライブを実施する。
規制重機のエコ運転を実施する。

表３　　主な環境経営計画の内容

照明

冷暖房

節電

工事濁水などによる水質汚濁の防止に取り組む。

５　環境経営計画

廃棄
物の
排出
抑制

取組内容

会議室、給湯室、社員用トイレ、倉庫等の不必要な時は消灯する取組は、ぼぼ定着し
つつある。

事務用品は、出来る範囲でグリーンマーク付きを購入する。

苦情件数０件を目指します。

５件を維持するため取り組みします。

河川災害工事に環境保全型ブロックを使用する。

使用済の封筒を再利用する。分別を徹底する。
分別した紙ごみは、再生資源業者に引き渡し、リサイクルする。
個人情報等を含んだ書類はシュレッダー処理を行うが、シュレッダーする前に分別を
行う等。



当社では、環境目標の達成状況の確認・評価を行いました。

今回は、エコアクション２１の２０２２年度実績についての評価結果を報告いたします。

(以下、評価結果等について簡潔にコメントする）。

表４　　当該年度の環境目標の達成状況等

注

環境活動の状況

清掃活動　
用水路の木の葉除去作業状況

6

10

環境苦情

顧客への提案・情報提供５件維持

10

0

　　一般廃棄物排出量

二酸化炭素排出量

削減(増加) 実績値
当該年度

10 -

６　環境目標の実績

項目

32

177 １％削減総排水量 ㎥

環境配慮工事

175

kg

取組します

件 32 取組します 32

件

件 0

0

達成

0

未達成

達成

達成

1,500 １％削減 1,485 6,620

188

グリーン調達 品種

オンラインによる工程会議で、
全部署に緊急時フローの説明を

した。

達成

環境目標の達成状況単位
基準年

1,747,877

実績値 目標値

1,175,051 達成

　　購入電力使用量 ｋｗｈ 88,464 １％削減 87,579

kg-CO₂ 1,765,532 １％削減

937

　ガソリン使用量 Ｌ 71,970 １％削減 71,250

372,604

81,674 達成

達成

達成

57,159

２０２１年度実績を基準年とする。

１％削減

10,539

　　産業廃棄物排出量

8,778

% 85.73

234946

0

5 5

　軽油使用量

未達成

建設副産物リサイクル率
向上維持

　灯油使用量 Ｌ 10,645

１％削減

維持

Ｌ

85.73 67.59

１％削減

580,604 574,798

未達成

達成

達成

ｔ



１．取組結果の評価
表５　　主な環境活動計画の内容と取組結果

達成度

○：評価できる、△：まずまず評価できる、×：評価できない

２、次年度以降の重点取組み
２０２２年度　：大きな問題はなかったので、継続取組みとします。
２０２３年度　：達成度の〇：評価できるの項目数を増やすこと。

単位

電力量の削減 〇 kwh 84,122

ガソリン使用量の削減 〇 L 70,531

軽油等使用量の削減 〇 L 568,992

灯油使用量の削減 〇 L 8,602

二酸化炭素排出量の削減 〇 kgco2 1,730,221

一般廃棄物の削減 〇 kg 6,547

産業廃棄物の削減 〇 kg 231

建設副産物リサイクル率向上維持 〇 % 86%

節水 〇 ㎥ 186

環境配慮工事 〇 件 32

環境苦情 〇 件 0

顧客への提案・情報提供５件維持 〇 件 5

事務用品 〇 品種 10

7

△

リサイクルできないものが混入
しないように、また、概ね30セン
チに砕いて持ってきていただく
ことを排出者に依頼する。

産業廃棄物
量

総排水量

目標値

グリーン購入

85,839

環境目標 削減(増加)率基準値項目

二酸化炭素
排出量

2021年度

次年度の環境目標

節水・
排水

用水・排水

再資
源化

建設副産物
リサイクル
率向上維持

リサイクル率１００％を目指して。ガレキ類の破砕
で、排出物を受け入れる際に、リサイクルできない
ものが混入しないように、事業者にお願いする。概
ね30センチに砕いて持ってきていただくことを依頼
しているが、埋立でしか処理できないものを受入ざ
る負えない。

節電
退社時は、ＯＡ機器の待機電源を切り忘れた
が数度見受けられた。

継続する。

個人毎の確認が必要。

△ 現状のままを続行。

△

一般廃棄物 徐々に対象を増やす。

車両のエコドライブは実施された。
規制重機のエコ運転を実施された。

△

△
公共工事がメインなので重点

的に取り組む。

産業廃棄物

使用済の封筒を再利用する。分別を徹底する。
分別した紙ごみは、再生資源業者に引き渡し、リサ
イクルする。
個人情報等を含んだ書類はシュレッダー処理を行
うが、シュレッダーする前に分別を行う。車内用に
は使用済の封筒を再利用された。

廃棄物の中間処理場・最終処分場を定期的
に点検し、適正な処分を確認した。

△ 徐々に対象を増やす。

廃棄
物の
排出
抑制

工事濁水などによる水質汚濁の防止に取り組
み、クレームゼロを達成した。。

冷暖房
使用していない部屋は、空調を停止していな
いことも見受けられ社長から都度注意された。

△

実施状況の評価

二酸
化炭
素排
出量
の抑
制

照明
会議室、給湯室、社員用トイレ、倉庫等の不
必要な時は消灯する取組は、ぼぼ定着しつつ
ある。

７　環境活動計画の取組結果とその評価、次年度以降の取組内容

車輌その他

項目

事務用品は、できる範囲でグリーンマーク品を購
入。

△

５件を維持し、達成した。

△グリーン購入

△

顧客への提案・情
報提供５件維持

達成
度目
標

次年度の取組内容

8,778

1,765,532

6,620

234

5

10

％

1.2

1.2

1.2

1.2

580,604

71,970

127%

0

32

67.59

188

32

5

10

1.2

1.1

1.1

徐々に対象を増やす。

毎日点検の頻度を上げる。

人感センサーの設置も検討。

00



法的義務を受ける主な環境関連法規等は次のとおりです。

遵守評価

○

○

○

-

-

○

○

○

○

○

〇: 遵守 、－: 該当なし

環境関連法規等の遵守評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去３年間ありませんでした。

8

産業廃棄物処理業の知事（市長）の許可、処理委託契約締結、マ
ニフェストの管理、多量排出事業者の削減計画提出・報告、中間
処理実績の報告など

適用内容

廃棄物処理法

岩手県循環型地域社会の
形成に関する条例

発注者への計画等説明と再資源化等完了報告、記録の保存

地域指定された場所における建設作業（解体作業を含む）届出書
の提出、規制基準の遵守

地域指定された場所における建設作業（解体作業を含む）届出書
の提出、規制基準の遵守

建設リサイクル法

排水基準の遵守（県条例で久慈川河口水域、久慈湾水域に上乗
せ基準あり）、事故の状況、講じた措置を知事に届出。

定期検査の実施、保守点検及び清掃の実施

廃棄物の発生抑制及び適正処理並びに循環資源の循環的な利
用に積極的に努める。産業廃棄物の減量等に関する計画を作成
し知事に届ける。

騒音規制法

振動規制法

事業の実施による環境への負荷をできる限り回避し、又は低減す
ることその他の環境の保全についての配慮が適正になされるよう
努める。

県民の健康で快適な生活
を確保するための環境の
保全に関する条例

粉じん発生施設の届出、騒音に関する規制、特定建設作業の実
施の届出、廃棄物の焼却の禁止、公共用水域の水質汚濁の防
止、生活排水の適正な処理、健康有害物質の地下浸透の禁止、
土壌又は地下水の汚染状態の届出、自動車等の駐車時の原動
機の停止義務、駐車場等管理者の周知義務など

住民・市町村、土地改良
区等との協定

処分場建設に伴う岩手県との事前協議

岩手県環境影響評価条例

浄化槽法

法規制等名称

購入電力と燃料費は、工事量減少によ
り減少した。一般廃棄物排出量は、過
去数年分の保存書類を一気に処分した
ため増加した。水使用量は、本社前の
プレハブ解体工事に散水した分増加し
た。

購入電力と燃料費は、工事量減少により達
成はしたが喜んでばかりはいられない。一
般廃棄物排出量と水使用量は、例年とおり
の推移と予想される。

評価

３環境経営計画
及び実施体制

水質汚濁防止法

改善及び指示

８　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

９　代表者による全体評価と見直し・指示
見直し項目

　当社業務に見合っており、取組的に
も無理はなかったと評価する。

　見直し不要

②環境経営目標

４その他 なし なし

１環境経営方針

６年目に入り、取組は順調であったと
評価する。

　見直し不要

５全体評価
　今年度は、工事現場、砕石場、産廃場、整備工場では大きな事故もなく日頃の成果が表れたと感じ
る。又、「エコアクション２１」に取り組んで６年目に入り、環境活動が重要であることを再認識させ
られた。今後も、事業継続に環境活動は欠かせないので、従業員の意識力を高めていきたい。



電話 ファクス
E-mail
UCL

資本金 百万円
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有効
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有効
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有効

台数 台数

1
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1
1
2
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gamanokensetsu

代表者名 代表取締役社長　蒲野　敦

１０　廃棄物業関連・組織の概要(情報公開）
事業所名 蒲野建設株式会社

エコアクション２１担当者 和蛇田　教夫

事業計画の概要
 建設業、採石業、産業廃棄物処分業・収集運搬業、建設廃棄物・建設副産物の処理を
通じて資源循環型建設業を目的とし、低炭素社会構築に貢献する。

事業活動の内容

　産業廃棄物収集運搬業　：　民間企業からの委託収集運搬
　産業廃棄物処分業　：　がれき類の破砕、最終処分（埋立処分）
　弊社工事で発生する建設廃棄物を適正処分すると共に・建設副産物を再生砕石として
再生利用する。　同業社からの依頼がある場合は収集運搬・中間処理を受託する。

所在地 岩手県久慈市山形町川井第９地割３２番地２
環境管理責任者 蒲野　敦

連絡先
0194-72-2211

事業の範囲
営業範囲：中間処理（破砕処理）・がれき類、最終処分（埋立処分）

事
業
の
規
模

事業年度 2019Ｆｙ 2020Ｆｙ 2021Ｆｙ 2022Ｆｙ

2,361 1,462

159 170

5 5

収集運搬量　ｔ 1,535 1,459
中間処理量　ｔ 3,844 5,226

事業区分、廃棄物の種類

最終処分量　ｔ 9,712 10,458 8,700
従業員（名） 5 5

昭和47年9月29日 40

許
可
の
内
容

許可名／許可番号 年月日

令和1年5月9日
中間処理（破砕処理）：がれき類

348019968

産業廃棄物収集
運搬業

308019968

最終処分（埋立処分）：廃プラ、ゴムくず、金属くず、ガ
ラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類

設
備

設備名 能力・産廃の種類

保管施設
（コンガラ・ア

スガラ）

埋立施設
（安定型）

容積　　150,391㎥

面積　　14,558ｍ2

収集運搬車両 10tセルフ

収集運搬車両

積替え施設 なし

収集運搬車両 4tユニック
収集運搬車両 4tﾀﾞﾝﾌﾟ
収集運搬車両 2tダンプ

366
売上高（百万円） 173 185

9,235

929

0194-72-2903

wajata@gamano.co.jp

破砕施設 340t/日

令和1年5月9日 廃プラ、紙くず、木くず、ゴムくず、金属くず、ガラスく
ず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類令和6年5月8日

設備名 能力・産廃の種類

保管上限　　2,489.40㎥

制限高さ　3.01ｍ

上記と同じ：再生砕石　ｍ
2 大型ダンプ

残余容量　65,910ｍ3

上記と同じ：制限高さ　ｍ

348019968

産業廃棄物処分
業

令和6年5月8日

産業廃棄物処分
業

令和6年5月8日

令和1年5月9日

法人設立年月日

mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp
mailto:wajata@gamano.co.jp


受託した産業廃棄物の処理量
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処理方法・処理工程：
中間処理（破砕処理）：排出事業者より受入→一時保管→予め、小割圧砕機バックホウアタッチメント（コ
ワリクン）による圧砕→受入ホッパーへ小割したがれき類を投入、（この間小割圧砕機は休止状態）、小割
したがれき類を常設の一次・二次破砕機による破砕→破砕物搬送コンベア→製品ストック→搬出→再生路盤
として利用。
最終処分（埋立処分）：収集先から、がれき類、廃プラスチック類、ガラスくず、コンクリートくず及び陶
磁器くず、ゴムくず、金属くず、がれき類をダンプトラック等で受入→展開検査場で確認検査をした後→最
終処分場（本施設）でバックホウ・ブルドーザー等で転圧と覆土処理して→埋立完了（施設安全・維持管
理）

廃
棄
物
受
入
基
準

収集運搬物・処理物 処理基準
廃プラ 概ね１５ｃｍに破砕

再生砕石（コンガラ・アスガラ） 粒径４０ｍｍに破砕

処分方法等

　　廃棄物の処理料金については弊社ホームページ　http: gamanokensetsu に、
お問い合わせ下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年度
処理方法等 廃棄物等種類

26.5

処理量ｔ

456.6

紙くず、木くず、金属くず 4.4
繊維くず
動植物性残渣

廃油

収集運搬

汚泥

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 441

金属くず
ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶
がれき類
ｺﾞﾑくず
混合廃棄物



11

アスガラ 545

929

545

紙くず 破砕

収集運搬量合計

0

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 破砕

繊維くず 破砕
破砕（該当なし）

中間処理

金属くず 資源化再生利用

コンガラ 破砕 917
がれき類 破砕
ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶
混合廃棄物 破砕

アスガラ 再生砕石 545
コンガラ 917

9,235
2,273

中間処理合計

廃プラ

資源化再生利用
再資源化等量小計

ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶、金属くず

1,462
（がれき類） （安定型最終処分場） 2,468

4,494最終処分

ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶 （管理型最終処分場（委託））
最終処分量合計

焼却、ｾﾒﾝﾄ原料、発酵堆肥化
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

中間
処理
後の
産業
廃棄
物

最
終

処
分

再
資
源
化 ｶﾞﾗｽｺﾝｸﾘ陶 焼却廃熱利用、溶融スラグ等

紙くず 焼却廃熱利用
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

1,462

コンガラ
再資源化等量小計

917
1,462

金属くず 焼却廃熱利用、溶融スラグ等

再生砕石

破砕

木くず

汚泥
焼却廃熱利用、溶融スラグ

がれき類 再生砕石
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

アスガラ 破砕

木くず ボイラー燃料販売

　　中間処理後処分量合計

繊維くず 焼却廃熱利用

汚泥 固化

うち再資
源化等


